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地区医師会員を登録対象とした感染症情報メーリングリスト

の構築と感染症発生動向調査事業の充実
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感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（感染症法）に基づく「感染症発生動向

調査事業」による情報が日常の診療において，より活用されるよう， 年度から か年計画で三重2000 3
県内地区医師会員（調査時点総数 人）を対象としてインターネットによる感染症情報メーリン2,538

ML 2002 11 1 477グリスト 感染症情報 を構築し 運用を開始した 年 月 日現在における参加総数は（ ） ， ．

人であるが，感染症情報 を真に機能させるためには，感染症発生動向調査事業の趣旨をより一層ML
周知し，感染症情報 への参加を募るとともに，より重症の患者を診療する機会が多いと思われるML
病院勤務医の積極的な参加と医療情報の提供が望まれる．
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はじめに

新興・再興感染症への取り組みの必要性や感染症を取

りまく環境の変化に対応するため， 年 月に，感1999 4
染症の発生予防とまん延防止に備えた事前対応型の感染

症法が施行された．本法では， 種類の感染症をその74
危険性等から一～四類に分類し，分類に応じた届け出が

医師に義務づけられるとともに，感染症の患者発生情報

の収集・解析・提供と原因調査の実施等の新たなサーベ

イランスシステム（感染症発生動向調査事業）の実施が

規定された．このため，三重県では感染症発生動向調査

2000事業の新たな展開に向けた課題等を把握するため，

年 ～ 月に県内すべての医療機関等を対象としてアン1 2
ケート調査を実施した ．その結果，感染症発生動１）－３）

向調査事業による情報が日常の診療において活用される

ためには，最新の発生動向調査情報はもとより，地域を

細分化した詳細情報や地域の医療現場からのコメント情

報を迅速に提供・共有することが必要であることが明ら

かとなった．

そこで， 年度から か年計画で，県内すべての2000 3

地区医師会員を対象としてインターネットによる感染症

情報メーリングリスト（感染症情報 ）への参加意向ML
調査を順次行い，参加希望のあった地区医師会員をメン

バーとしてメーリングリストを構築し，運用を開始した

のでその概要を報告する．

方 法

１ 感染症情報 への参加意向調査ML

感染症情報 への参加意向調査は， 年度はＡML 2000

（ ） ． ，医師会 会員数 人 を対象として試行した その後474

地区医師会の地域医療情報化推進事業への取組を勘案

， （ ），し 年度はＢ～Ｇの 医師会 会員総数 人2001 6 1,150

年度はＨ～Ｏの 医師会（会員総数 人）を対2002 8 914

象として実施した．調査は，表 に示す時期に質問紙法1

の配付により行い，回答は調査票に同封した返信用封筒

により返送するよう依頼した．

２ 感染症情報 の構築単位とメンバーML

日常の医師会員の情報伝達や活動，地域医療情報化推

三重県北勢県民局生活環境部1)



進事業等が地区医師会単位で実施されていること，およ

び地区医師会の意向に沿って，感染症情報 は一部をML

除き地区医師会単位で構築した．また，メンバーは，参

加希望のあった地区医師会員，同事務局，所管保健所お

よび当研究部とした．

３ 感染症情報 の作成と管理ML

当研究部のメールサーバ（ ）を用SURFNAVI V.3.21

いて，参加希望のあった地区医師会員等をメンバーとし

てメーリングリストを作成し，その運用管理は当研究部

が行うこととした．

４ 感染症情報 の運用ML

感染症情報 の構築単位毎に運用規約を制定し，そML

の施行日から運用を開始した．運用開始時期を表 に示4

． ，す 当研究部から感染症情報 あてに発信する情報はML

感染症発生動向調査事業に基づく三重県および全国の患

者発生の週報，月報，感染症発生に関する報道発表資料

等とした．

結 果

１ 参加意向調査の回収状況とインターネット接続コン

ピュータの使用状況

～ 年度の全調査数は 人で，回収数は2000 2002 2,538

人（回収率 ％）であった．比較的回収率が高か857 33.8

（ ） （ ）ったのは 医師会 ％ および 医師会 ％L 53.8 E 50.0

であったが，その他の 地区医師会の回収率は ～13 24.1

％に止まった．また，回答のあった 人のうちイ41.0 857

ンターネット接続コンピュータ（ ）を使用しているItPC

と回答した医師会員は 人で，回答者の ％を占617 72.0

J 89.2めた この割合を地区医師会別にみると 医師会の． ，

C 86.4 O 83.3％が最も高く 以下 医師会の ％ 医師会の， ， ，

％の順であった（表 ．1）

２ 感染症情報 への参加意向ML

を使用している 人のうち感染症情報 にItPC 617 ML

参加すると回答した医師会員は 人で， 使用者468 ItPC

の ％であった．地区医師会別の割合をみると，最75.9

も高かったのは 医師会の ％で，以下， 医師会E 92.9 K

の ％， 医師会の ％の順であった．一方，不86.4 G 85.7

（ ） ，参加と回答した医師会員は 人 ％ であったが149 24.1

その内訳は 「参加しないがＥ－メールで情報提供を希，

望する」が 人（ ％）と最も多く，次いで「情報交50 8.1

換する時間がない」が 人（ ％ 「情報を必要とし38 6.2 ），

」 （ ） ． ，ていない が 人 ％ 等であった この結果から18 2.9

参加意向調査の依頼にあたってメーリングリストとＥ－

メールの違いについて説明文書を添付したものの，その

差違が十分理解されず，メーリングリストには参加しな

いがＥ－メールでの情報提供は希望するとして回答され

たものも少なからずあることが推察され，メーリングリ

ストの機能と有用性について分かりやすく周知する必要

性が示唆された（表 ．2）

地区
医師会名

調査実施時期

A 2000年12月～2001年1月 474 175 (36.9) 103 (58.9)

B 2001年12月～2002年2月 160 43 (26.9) 26 (60.5)
Ｃ 〃 73 22 (30.1) 19 (86.4)
Ｄ 〃 252 103 (40.9) 80 (77.7)
E 〃 34 17 (50.0) 14 (82.4)
F 〃 498 131 (26.3) 104 (79.4)
G 〃 133 32 (24.1) 21 (65.6)
H 2002年7月～9月 281 83 (29.5) 55 (66.3)
I 〃 168 60 (35.7) 48 (80.0)
J 〃 91 37 (40.7) 33 (89.2)
K 〃 78 32 (41.0) 22 (68.8)
L 〃 91 49 (53.8) 39 (79.6)
M 〃 85 34 (40.0) 21 (61.8)
N 〃 48 15 (31.3) 12 (80.0)
Ｏ 〃 72 24 (33.3) 20 (83.3)

2538 857 (33.8) 617 (72.0)
注1)ItPC：インターネット接続コンピュータ， 2)ItPC使用者の％：回収数に対する割合

合 計

表１．参加意向調査回収状況とItPC使用状況

調査数
回収数
(%)

ItPC使用者
(%)

A 75 (72.8) 10 6 4 8 28 103

B 19 (73.1) 2 2 1 2 7 26
Ｃ 13 (68.4) 4 1 1 6 19
Ｄ 63 (78.8) 4 4 2 7 17 80
E 13 (92.9) 1 1 14
F 78 (75.0) 16 5 3 2 26 104
G 18 (85.7) 1 1 1 3 21
H 41 (74.5) 11 3 14 55
I 40 (83.3) 5 1 1 1 8 48
J 23 (69.7) 4 3 2 1 10 33
K 19 (86.4) 2 1 3 22
L 25 (64.1) 4 6 1 3 14 39
M 16 (76.2) 2 2 1 5 21
N 9 (75.0) 2 1 3 12
Ｏ 16 (80.0) 1 2 1 4 20

合 計(%) 468 (75.9) 50 (8.1) 38 (6.2) 18 (2.9) 16 (2.6) 27 (4.4) 149 (24.1) 617 (100)
注） 参加者の人数％：ItPC使用者数に対する割合を表す。

表２．感染症情報メーリングリストへの参加意向状況

地区医師会名 参加者数（％）
不参加理由と不参加者数（％）

合 計
(ItPC使用者数）E-メールで情

報提供を希望
情報交換する
時間がない

情報を必要と
していない

情報交換を必
要としていない

その他
・不明

小 計







考 察

感染症法に基づく「感染症発生動向調査事業」による

情報が日常の診療において活用されるためには，最新の

発生動向調査情報はもとより，地域を細分化した詳細情

報や地域の医療現場からのコメント情報を迅速に提供・

共有することが重要であり， 年度から か年計画2000 3

で三重県内 地区医師会の会員のうち希望者を対象と15

して感染症情報 を構築し，運用を開始した．ML

感染症情報 への参加意向調査の結果を調査実施時ML

2000 12 2001 1 A 2001 12期（ 年 月～ 年 月： 医師会， 年

月～ 年 月： ～ 医師会， 年７月～ 月：2002 2 B G 2002 9

～ 医師会）別にみると，各調査時期別の回収率はH O

それぞれ ％， ％， ％と調査時期の違いに36.9 30.3 36.5

よる影響は特にみられなかった．しかしながら，回答者

， ，に占める 使用者の割合はそれぞれ ％ ％ItPC 58.9 75.9

74.9 2001 12 2002 2 2002 9％と 年 月～ 年 月と 年７月～

ItPC IT月の調査においては 使用者の割合が高く 近年の，

機器の急速な普及が窺われる結果となった．なお，本調

査全体の回収率は ％であり，問題解決のための情33.8

報や集団に関する情報を得るために行われる一般的なア

ンケート調査に要求される回収率（ ％） を大幅に60 ５）

下回ったが，本調査は感染症情報 への参加意向を調ML

査したもので，一般的なアンケート調査とは目的が異な

ることから調査票の回収にあたって督促は行わなかっ

た．

一方，地区医師会別の参加状況をみると， 医師会をN

除く 地区医師会においては感染症情報 参加者の14 ML

開業医割合は地区医師会員の開業医割合を上回った．こ

れは地域に密着して診療を行う開業医と，一般的にはよ

り広い診療圏を対象とする病院勤務医との間の地域の感

染症発生動向調査情報に対する関心度の違いが影響した

ものと考えられた．また，地域の感染症発生動向調査情

報をはじめ種々の関連情報を把握するためには，開業医

は感染症情報 への参加等自ら情報化のための環境整ML

備に積極的に取り組む必要があると考えられる．これに

対し，病院内のインターネット接続コンピュータや院内

イントラネット等の整備は病院開設者の方針に依存し，

病院勤務医個々が院内情報化のために積極的に取り組む

ケースは少ないものと考えられ，これらのことも参加状

況に少なからず影響したものと推察された．これらのこ

とから，病院勤務医の参加を促進するためには，病院開

設者・管理者に対しても感染症情報 の有用性等につML

いて周知する必要性が示唆された．

感染症情報 は，最新の感染症発生動向調査情報のML

迅速な提供・共有や，健康危機発生時の情報共有におい

て有用なツールとして役立つものと考えられるが，これ

，「 」を真に機能させるためには 感染症発生動向調査事業

の趣旨をより一層周知し，感染症情報 への参加を募ML

ることが重要と考えられた．また，当研究部が発信する

情報も含め，医療の現場から真に有用と評価される情報

を相互交換できるシステムに継続的に改善するために

は，より重症の患者を診療する機会が多いと思われる病

院勤務医の積極的な参加と医療情報の提供が望まれる．
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